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出
先
機
関
改
革
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

(案
）
に
つ
い
て

○
｢
出

先
機
関
の
原
則
廃
止
｣は

、
閣
議
決

定
し
た
地

域
主

権
戦

略
大

綱
に

明
記

さ
れ

た
政
府
の
基
本
方
針
。

出
先

機
関
改
革
の

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
も
、
こ
の
政
府
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
。

○
し
か
し
、
本
日
示
さ
れ
た
プ
ラ
ン
案
は
｢地
方
へ
の
事
務
・権
限
の
移
譲
を
通
し
て
国
の
出
先
機
関
改
革
を
実
現
す
る
」

と
の
政
府
の
基
本
方
針
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

①
ハ

ロ
ー

ワ
ー
ク
は
全
国
知
事
会
が
出
先
機
関
改
革
の
最
重
点
課
題
と
し
て
地
方
移
管
を
求
め
て
き
た
も
の
。

こ
の

案
で
は

､国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が

､地
方
移
管
へ
の
道
を
開
く
た
め

「
地
方
の

発
意

に
基
づ
い
て
選
択
的

･試
行
的
に
事
務
･権

限
を
移
譲

す
る
方
法

」
を

盛
り
込
む
べ
き
。

（
※
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
や
雇
用
保
険
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
も
、
こ
の
試
行
・実
験
を
通
じ
て
国
と
地
方
が
検
証
す
れ
ば
よ
い
。
）

②
国
の
求
人
情
報
を
地
方
自
治
体
に
提
供
す
る
場
合
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
全
く
同
等
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば

イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
、
講
じ
る
措
置
の
中
味
と
し
て
明
記
す
べ
き
。

③
ｐ
２
の
１
１
行
目
以
下

(Ｉ
Ｌ
Ｏ
第

8
8
号
条
約
と
の
整
合
性
や
都
道
府
県
域
を
越
え
た
職
業
紹
介
の
適
切
な
実
施
な
ど

)は
、
移
管

し
な
い
た
め
の
理
由
の
列
挙
と
な
っ
て
お
り
削
除
す
る
。

( 
直
前
に
「課
題
を
十
分
検
証
」と
い
う
文
言
が
あ
り
、
そ
れ
で
足
り
る
。

)

１
．
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

①
前

政
権

下
で

個
別
協
議
が
進
ま
な
か
っ
た
反
省
を
踏
ま
え
､財

源
措
置
等
の
具
体
的
な
制
度
的
枠
組
み
を

個
別

協
議
の

前
提
と
し
て
明
示
す
る
こ
と
が
必
要
。

②
ま

た
、
移
管
の
時
期
(個

別
協
議
の

終
期

）
に

つ
い

て
も

、
地

方
移

管
を

確
実

に
進
め
る
観
点
か
ら
、

「
今

後
３
年

以
内
」
な
ど
と
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
。

２
．
直
轄
道
路
・
直
轄
河
川

１



・
プ
ラ
ン
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
前
倒
し
す
べ
き
。
次
の
選
挙
ま
で
に
、
政
権
１
期
目
の
成
果
を
目
に
見
え
る
形
に

す
る
に
は
、
遅
く
と
も
２
４
年
中
に
は
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
こ

の
た

め
、

法
整
備
を
要
す
る
も
の
は

平
成

24
年
の
法
案
提
出
、

25
年
度
か
ら
の

事
務
･権

限
移
譲
、

法
整

備
を
要
し
な
い
も
の
(直

轄
国
道
・
河
川
な
ど
)は

24
年
度
か
ら
順
次
移
譲
と
し
て
、
工
程
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ

プ
す
べ

き
。

４
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

２

･
ｐ

３
の

｢３
｣の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

､直
轄
国
道
､直

轄
河
川
以
外
の

事
務
･権

限
の
移
譲
は
､府

省
の

自
己
仕
分
け

を
｢参
考
｣に
行
う
と
し
て
い
る
が
､自
己
仕
分
け
で
地
方
移
管
と
さ
れ
た
事
務
は
２
割
足
ら
ず
と
き
わ
め
て
不
十
分
。

･
｢
一

の
都
道

府
県
内
で
お
お
む
ね
完
結

す
る
事
務
･権

限
は
当
該
都
道
府
県
に
移
譲
｣と

の
基
本
方
向
か
ら
乖
離

し
て

お
り
､こ

れ
で
は
出
先
機
関
改
革
に
つ
な
が
ら
な
い
。

･
地

域
主
権
戦
略
大
綱
で
は
｢地

域
主
権
戦

略
会

議
と

し
て

の
事

務
･権

限
仕
分

け
を

行
う
｣と

明
記
し
て
い
る
。

府
省

仕
分
け

の
丸
呑
み

で
な
く
、

｢地
域
主
権
戦
略
会
議
と
し
て
の
仕
分
け
｣を

実
施
し

､可
能
な
も
の
か
ら

速
や

か
に
移

譲
す
る
こ
と
を
明
記
す
べ
き
。

３
．
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
直
轄
国
道
、
直
轄
河
川
以
外
の
事
務
移
譲
（
ｐ
３
の
「
３
」
に
掲
げ
る
事
務
）

【
表

題
】

・
地

域
主

権
戦
略
大
綱
を
踏
ま
え

､｢
出
先
機
関
原
則
廃
止
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
･プ

ラ
ン

｣と
す
べ
き
。

【
広
域
連
携
】

・
新

た
な

広
域
実
施
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
既
に
広
域
的
受
け
皿
と
し
て
発
足
し
て
い
る

広
域

連
合
な

ど
を
活
用
し
、
既
存
の
枠

組
み

の
下

で
も

積
極

的
に

移
管

を
進

め
る
こ
と
を
明
示
す
べ
き

。

５
．
そ
の
他
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－国のかたちを変える－ 

出先機関改革の基本方向 

 

 

 国のかたちを変える。住民に身近な行政は、身近なところで。 

 このため、年内に、出先機関改革のアクション・プランを定める。 

  

 

 ○ 出先機関の事務・権限をブロック単位で移譲する。 

 

   → 広域的実施体制の枠組み作りのため、所要の法整備を行う。 

 

 

 ○ 上記の体制が整うまでの間、地方自治体の意見・要望を踏まえ、 

 

  以下の措置を行う。 

  ・ 一の都道府県内でおおむね完結する事務・権限は、当該都道

府県に移譲する。 

  ・ 複数の都道府県にまたがる事務・権限であっても、特区制度

の利用などにより移譲する。 

 

 

○ 出先機関のスリム化・効率化を行う。 

参考資料１ 
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地域主権戦略大綱(抄） 

（平成２２年６月２２日閣議決定） 

 

 

第４ 国の出先機関の原則廃止（抜本的な改革） 

 

２ 改革の枠組み 

（１）進め方の基本 

国の出先機関の抜本的な改革に当たっては、改革の理念に沿って、「原則廃止」

の姿勢の下、ゼロベースで見直す(略） 

 
 

（２）国と地方の役割分担の考え方 

「補完性の原則」に基づき、住民に身近な行政はできる限り地方自治体が担い、

国は、国が本来果たすべき役割（地方自治法第１条の２第２項）を重点的に担う

こととなるよう、現行の国と地方の役割分担を見直す。 

 
 

（６）今後の改革の進め方 

  （事務・権限仕分けの進め方） 

  ② 地域主権戦略会議は、当該「自己仕分け」の内容について精査を行い、地域

主権戦略会議としての事務･権限仕分けを行う。 

 

（｢アクション・プラン（仮称）｣の策定） 

(略） 地方自治体への移譲等については、地方自治体側の要望をも踏まえ、

重点的に取り組むべき事項の速やかな実施を検討し、平成23年通常国会への

法案提出も含め、可能なものから速やかに実施することを基本とする。 
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